
　
2025年６月期  第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2025年５月12日

上場会社名 株式会社ナガオカ 上場取引所  東

コード番号 6239 ＵＲＬ  https://www.nagaokajapan.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）梅津　泰久

問合せ先責任者 （役職名）常務取締役 （氏名）楯本　智也 ＴＥＬ  06(6261)6600

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：無

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年６月期第３四半期 5,388 △13.4 771 △33.5 756 △39.0 495 △39.2

2024年６月期第３四半期 6,220 13.4 1,159 70.6 1,239 81.0 815 46.3

（注）包括利益 2025年６月期第３四半期 275百万円（△70.4％） 2024年６月期第３四半期 930百万円（106.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年６月期第３四半期 70.94 －

2024年６月期第３四半期 116.20 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年６月期第３四半期 8,881 7,037 79.2

2024年６月期 10,253 7,000 68.3

（参考）自己資本 2025年６月期第３四半期 7,037百万円 2024年６月期 7,000百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年６月期 － 0.00 － 34.00 34.00

2025年６月期 － 0.00 －

2025年６月期（予想） 35.00 35.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 △5.3 1,600 △4.9 1,550 △15.2 1,000 △13.1 143.15

１．2025年６月期第３四半期の連結業績（2024年７月１日～2025年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年６月期の連結業績予想（2024年７月１日～2025年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年６月期３Ｑ 7,078,400株 2024年６月期 7,078,400株

②  期末自己株式数 2025年６月期３Ｑ 102,277株 2024年６月期 83,285株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年６月期３Ｑ 6,989,139株 2024年６月期３Ｑ 7,014,632株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利

用にあたっての注意事項については、添付資料「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要により、ゆるやか

に回復しているものの、物価の上昇、為替相場の変動、中国経済の停滞、長引くウクライナ、中東情勢に加え、米

国の経済・外交政策の影響により、先行き不透明な状況が続きました。

　このような状況の下、当社グループでは持続可能な成長の実現に向けて、2024年８月９日に公表しました2025年

６月期から2027年６月期までの３ヵ年を計画期間とする中期経営計画「FLIGHT PLAN： TRANSFORM 2027」に掲げた

①既存事業の改革、②Ｍ＆Ａを活用した事業構造の変革、③人的資本の強化に取り組んでおります。

　水関連事業では、従前より当社グループの事業領域であった上水道の地下水取水や水処理プロセスに係る一部の

設備工程以外に、その前後の工程を新たな事業領域とするとともに、水処理プラント運営、メンテナンスなど、当

社グループが提案・受託可能な範囲の拡充に向けて取り組んでおります。また、下水道や排水処理といった上水道

以外の水事業領域への参入についても検討を進め、総合水処理企業への転換を図り、事業領域と事業規模の拡大、

収益力の強化を目指しております。

　エネルギー関連事業では、設備更新が計画的に実施される既設プラントの更新需要の獲得に注力することで事業

の安定化を図りつつ、新規プラント建設に係る需要についても積極的な営業活動に取り組んでおります。また、当

社グループが競争優位性を持つプロセス以外の製品群の取り扱いの拡大、コスト競争力の強化や地政学的なリスク

も視野に入れた製造拠点の最適化を進めることで、受注機会の拡大、収益力の強化を目指しております。

　これらの取り組みを進める中、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高5,388,171千円（前年同期比

13.4％減）、営業利益771,456千円（前年同期比33.5％減）、経常利益756,822千円（前年同期比39.0％減）、親会

社株主に帰属する四半期純利益495,815千円（前年同期比39.2％減）となりました。

　セグメント別の状況は、以下のとおりです。

　① 水関連事業

　受注については、取水分野は堅調に推移しており、水処理分野では国内の浄水場等の設備更新や修繕に係る受

注や国内民間向けの受注が重なったこと、海外向け営業活動の成果もあり、前年同期を上回る結果となりまし

た。損益面については、受注済み案件の製造・工事が予定どおり進捗したものの、第３四半期に完工した官公庁

向け案件は、前期と比較して小規模な案件が多く、売上高は1,709,876千円（前年同期比20.1％減）となりまし

た。また、売上高減少に伴う売上総利益の減少に加えて、従業員のエンゲージメント向上のため前期末に割当を

実施した従業員向け株式報酬の費用化による人件費増加等が影響し、セグメント利益54,089千円（前年同期比

77.0％減）となりました。

　② エネルギー関連事業

　受注については、低調だった上半期に対し、第３四半期は２件の大口受注を積み上げることができたものの、

中国経済の低迷や米国のトランプ大統領就任に伴う関税政策やその他政策の影響を見極めたい顧客の意向等もあ

り、いくつかのプロジェクトに遅れが出ております。損益面については、第３四半期に受注を積み上げることが

できたものの、受注タイミングが想定より後ろ倒しになったことが製造の進捗にも影響し、売上高は3,678,294千

円（前年同期比9.8％減）となりました。また、売上高減少に伴う売上総利益の減少に加えて、従業員のエンゲー

ジメント向上のため前期末に割当を実施した従業員向け株式報酬の費用化による人件費増加等が影響し、セグメ

ント利益は1,133,297千円（前年同期比14.7％減）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は8,881,048千円となり、前連結会計年度末に比べ1,372,310千円減少し

ました。これは主に、受取手形、売掛金及び契約資産が1,039,785千円、現金及び預金が130,535千円、長期前払費

用が97,246千円、建物及び構築物（純額）が77,326千円それぞれ減少したことによるものです。

負債合計は1,843,371千円となり、前連結会計年度末に比べ1,409,613千円減少しました。これは主に、流動負債

のその他が1,077,139千円、未払法人税等が372,619千円それぞれ減少したことによるものです。

純資産合計は7,037,677千円となり、前連結会計年度末に比べ37,303千円増加しました。これは主に、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が495,815千円増加した一方で、配当金の支払により利益剰余

金が237,833千円、為替換算調整勘定が200,003千円それぞれ減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向等を踏まえ、2024年８月９日の「2024年６月期 決算短信」で公表しました通期の連結業績予想

を修正しました。なお、当該予想に関する詳細は、本日（2025年５月12日）公表の「業績予想の修正に関するお知

らせ」をご覧ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,537,659 2,407,124

受取手形、売掛金及び契約資産 3,834,581 2,794,796

電子記録債権 331,968 317,527

商品及び製品 17,605 24,201

仕掛品 117,009 163,499

原材料及び貯蔵品 537,138 573,700

その他 311,837 347,945

貸倒引当金 △17,572 △4,949

流動資産合計 7,670,230 6,623,844

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 741,640 664,313

機械装置及び運搬具（純額） 215,572 194,827

土地 149,095 149,095

リース資産（純額） 18,586 14,108

建設仮勘定 2,418 2,624

その他（純額） 70,463 76,392

有形固定資産合計 1,197,775 1,101,361

無形固定資産

のれん 14,363 10,772

その他 314,379 272,588

無形固定資産合計 328,742 283,360

投資その他の資産

長期前払費用 733,404 636,157

繰延税金資産 88,613 24,879

その他 234,592 221,011

貸倒引当金 － △9,567

投資その他の資産合計 1,056,611 872,481

固定資産合計 2,583,129 2,257,204

資産合計 10,253,359 8,881,048

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2025年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 862,516 725,015

短期借入金 118,504 230,000

１年内償還予定の社債 10,000 10,000

１年内返済予定の長期借入金 109,924 109,924

未払法人税等 392,038 19,418

賞与引当金 3,250 38,484

役員賞与引当金 － 42,600

その他 1,599,612 522,472

流動負債合計 3,095,845 1,697,915

固定負債

社債 10,000 5,000

長期借入金 50,536 43,093

退職給付に係る負債 75,864 80,466

その他 20,740 16,897

固定負債合計 157,140 145,456

負債合計 3,252,985 1,843,371

純資産の部

株主資本

資本金 1,253,241 1,253,241

資本剰余金 974,311 974,311

利益剰余金 4,110,209 4,368,190

自己株式 △103,026 △103,026

株主資本合計 6,234,735 6,492,717

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,899 △4,677

繰延ヘッジ損益 △969 △2,067

為替換算調整勘定 751,708 551,704

その他の包括利益累計額合計 765,638 544,960

純資産合計 7,000,374 7,037,677

負債純資産合計 10,253,359 8,881,048
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2025年３月31日)

売上高 6,220,175 5,388,171

売上原価 3,730,832 3,226,510

売上総利益 2,489,342 2,161,660

販売費及び一般管理費 1,329,841 1,390,204

営業利益 1,159,501 771,456

営業外収益

受取利息 5,655 9,010

為替差益 37,497 －

スクラップ売却益 36,234 37,306

補助金収入 12,187 3,357

その他 3,028 2,385

営業外収益合計 94,602 52,060

営業外費用

支払利息 14,111 4,327

支払手数料 269 －

為替差損 － 31,040

株式報酬費用消滅損 － 30,824

その他 2 501

営業外費用合計 14,383 66,694

経常利益 1,239,719 756,822

特別利益

固定資産売却益 312 －

特別利益合計 312 －

特別損失

固定資産売却損 338 －

固定資産除却損 438 0

特別損失合計 776 0

税金等調整前四半期純利益 1,239,255 756,822

法人税、住民税及び事業税 392,955 184,590

法人税等調整額 31,218 76,416

法人税等合計 424,173 261,007

四半期純利益 815,082 495,815

親会社株主に帰属する四半期純利益 815,082 495,815

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2023年７月１日
　至　2024年３月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2024年７月１日
　至　2025年３月31日)

四半期純利益 815,082 495,815

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,431 △19,576

繰延ヘッジ損益 12,255 △1,098

為替換算調整勘定 101,984 △200,003

その他の包括利益合計 115,671 △220,678

四半期包括利益 930,753 275,136

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 930,753 275,136

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年７月１日

至  2024年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年７月１日

至  2025年３月31日）

減価償却費 129,264千円 116,880千円

のれん償却額 3,590 3,590

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれん償却額は、次のと

おりです。
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(単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２エネルギー関連 水関連 計

売上高

外部顧客への売上高 4,079,031 2,141,143 6,220,175 － 6,220,175

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 4,079,031 2,141,143 6,220,175 － 6,220,175

セグメント利益 1,328,773 234,793 1,563,567 △404,066 1,159,501

(単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２エネルギー関連 水関連 計

売上高

外部顧客への売上高 3,678,294 1,709,876 5,388,171 － 5,388,171

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 3,678,294 1,709,876 5,388,171 － 5,388,171

セグメント利益 1,133,297 54,089 1,187,387 △415,931 771,456

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年７月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益の調整額△404,066千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に、各報告セグメントに帰属しない役員及び管理部門に係る人件費、経費等の一般管理費です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年７月１日　至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益の調整額△415,931千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用

は、主に、各報告セグメントに帰属しない役員及び管理部門に係る人件費、経費等の一般管理費です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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セグメントの名称 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

エネルギー関連事業 3,893,837 74.0 3,346,853 97.5

水関連事業 2,270,296 135.4 2,384,523 119.0

合計 6,164,134 88.9 5,731,376 105.4

セグメントの名称 売上高（千円） 前年同期比（％）

エネルギー関連事業 3,678,294 △9.8

水関連事業 1,709,876 △20.1

合計 5,388,171 △13.4

エネルギー関連事業 水関連事業

売上高（千円） 構成比（％） 売上高（千円） 構成比（％）

日本 206,368 5.6 1,591,469 93.1

中国 1,738,309 47.2 － －

アジア（中国を除く） 625,751 17.0 118,407 6.9

米州 647,246 17.6 － －

欧州 149,939 4.1 － －

中東 98,828 2.7 － －

アフリカ 211,851 5.8 － －

計 3,678,294 100.0 1,709,876 100.0

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年７月１日

至　2024年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年７月１日

至　2025年３月31日）

売上高（千円） 構成比（％） 売上高（千円） 構成比（％）

新設プラント向け 414,906 10.2 872,069 23.7

既設プラント向け 3,664,125 89.8 2,806,225 76.3

計 4,079,031 100.0 3,678,294 100.0

３．その他

　受注及び売上高の状況

（１）受注の状況

　　　当第３四半期連結累計期間の受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

（２）売上高の状況

　　　当第３四半期連結累計期間の売上高をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

（注）１．当第３四半期連結累計期間の売上高を地域ごとに示すと、次のとおりです。

２．最近２連結会計年度の当第３四半期連結累計期間におけるエネルギー関連事業の売上高について、新

設プラント向けの製品及びサービスの売上高と、既設プラントの設備更新・メンテナンスに関する製

品及びサービスの売上高に分類した場合の内訳は、次のとおりです。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年５月12日

株式会社ナガオカ

取締役会　御中

桜橋監査法人

　大阪府大阪市

指定社員
業務執行社員

公認会計士 野　場　友　純

指定社員
業務執行社員

公認会計士 椎　野　友　教

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ナガオカの2024年７月１日から2025年６月30

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年１月１日から2025年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2024年７月１日から2025年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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